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女性 26 人の計 68 人にアンケートを実施した。図 1、2 に「ヘルメットをかぶることによって具体的
にどのようなことで困っているか」に対する結果を記した。 
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図 1．「ヘルメットをかぶることによって具体的にどのようなことで困っているか」に対する結果（女
性） 
 
 
 
図 2．「ヘルメットをかぶることによって具体的にどのようなことで困っているか」に対する結果（男
性） 
以上のように髪の乱れで困っている人はかなり多かったことが確かめられた。また、アンケートの質
問で「それ(ヘルメットにより困っていること)を解決するために工夫していることはありますか」に
対して「あきらめている」、「工夫はするが乱れを防止することはできてない」など根本的な解決策は
なかった。アンケート結果をみると男性と女性で困っている原因は異なることが分かる。男性の場合
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ワックスを付けたりやパーマ、スタイリングしてもペタンコになってしまうことで悩んでる人がほと
んどであったのに対して女性では約 27%の人が髪を結ぶことで困っていた。具体的は髪を結ぶことに
よりヘルメットをかぶれなくなるので髪を(上で)くくれないという回答があった。 
 以上にことを踏まえて実際髪の乱れを防止できるような物品を作る試みをした。まず、「トゥー・
ホイール・クール(TWO WHEEL COOL)」と「ヘッドマッサージャー」を用いて作ってみた。ヘッ
ドマッサージャーの先を切断しそれをまげてトゥー・ホイール・クール(TWO WHEEL COOL)に張
り付けた。バイクに乗る際、まずこれを頭の上に載せてからヘルメットをかぶることによりヘルメッ
トと頭の間に空いてる空間を設けて髪の乱れを防止しようとした。確かにこれを用いると髪の毛の乱
れを改善はできたが、ヘッドマッサージャーが金属でできているため危ないのと痛いことが分かり次
の取り組みに移った。次に試みたのは糸を用いてテニスラケットやバドミントンラケットのように網
目を作ることである。下敷きを多く重ねてヘルメットの首に当たる部分の形に切った。そして下敷き
に網目構造で糸を張り付けた。これも目的は同じで頭とヘルメットの間に空間を作るためである。下
敷きに網目の糸を張り付けた。そしてヘルメットをかぶる前に、これをかぶることによりヘルメット
と頭の間に空間を空けることができる。大事な点が二つあり、一つ目は糸の長さの調整だ。ヘルメッ
トをかぶったとき頭とヘルメットに空間が空くような長さに糸を調整することが大事である。二つ目
は下敷きに網目の糸を装着したが、それをかぶりまっすぎな箸などを用いて糸により押されてる髪の
毛を糸の上に出す。すると糸が頭(頭皮)に直接あたりその上に髪の毛があるような形になる。それに
より髪の乱れは大きく防止できた。糸を用いたのは安全面の理由からである。糸であればもし事故が
発生したときでも安全である。ヘルメットがぶつかって押されたとき糸は切れるので問題はない。し
かし、最初のヘッドマッサージャーを用いた場合は事故が起きたときは非常に危ないので、最初の方
よりこちらの方が良いと考えられる。 
 また、女性の場合髪を結べないという意見が多かった。それを解決するために段ボールを重ねて、
髪を結ぶところだけ穴をあけた。そしてヘルメットをかぶる前にそれを頭の上にのせ、髪の毛をむす
んだところに穴の部分を当てる。そうすることによりヘルメットによる結び目に対する圧縮はなくな
り髪の毛を結んだ状態でもヘルメットをかぶることが可能である。 
 
 
3．結論 
 今回の研究を通して髪の毛の乱れを防止できる解決策を幾つか確かめてみた。また、その中で実際
に役立つ方法も見つけることができた。しかし改善はされたものの、完全に髪の乱れを防止すること
はできなかった。 
 一番気にしないといけないのは安全面である。髪の乱れを防止できても安全面が保証されなければ
ヘルメットとしての価値はない。したがって今後の課題は安全面の部分を確かめることであると考え
られる。また、今回の研究期間では確かめられなかったが、髪の乱れを完璧に防止できるようなアイ
デアが思いついたのでこれからも研究を続けよう思う。この場合でも安全の面を考慮しないといけな
い難点は残っている。 
 
 
 
